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1．99mTc標識リン酸化合物による脳シンチグラ
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　骨シンチグラムを日的として開発された99mTc

ピロリン酸（ピロリン酸と略す）を脳腫瘍症例に

使用し，さらに従来から使用されている99mTc－

pertechnetate（pertechnetateと略す）と併用する

ことにより，診断率の向上を図ることを目的とし

て行なった．

　過去1年間に，脳腫瘍，頭蓋骨疾患，脳血管閉

塞等の42症例にピロリン酸及びpertechnetateに

よるシンチグラムを施行した．その結果，脳腫瘍

症例についてみると，glioma例でヒ゜ロリン酸と

pertechnetateを比較すると，　pertechnetateの方が，

より明瞭なabnormal　uptakeを示し，診断上優れ

ているようである．しかし反応性骨増殖を伴った

meningioma例では，ヒ゜ロリン酸の使用により，

より明瞭なabnormal　uptakeがみられた．

　今後さらに症例を重ね，検討していく予定であ

る．

2．脳槽シンチグラムの臨床的検討
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　95例の脳神経外科的症例を対象としてGamma－

cameraによる，　R．1．　Cisternogramを検討した．

髄液循環動態の3つの要素，産生，通過，吸収に

関連して，吸収障害，ブロック，脳室内逆流現象

について，各疾患別に検討した．各疾患における

これら3障害の合併発生頻度は，かなり特徴的な，

パターンをとり，髄液循環動態障害の，発生のメ

カニズムを示唆するものと考察される．

　脊髄レベルでの興味ある所見として，髄液腔ブ

ロックを有し，R．1．の頭蓋内への移行が高度に障

害されているにもかかわらず，経時的にクリヤさ

れる症例を得た．これは生理的吸収装置（傍矢状

野パキオニ氏吸収装置）以外の吸収，つまり代償

性吸収（パキオニ外吸収）がactiveに効果するこ

とを示唆するものと考えられる．

3．閉塞性脳血管障害に対する血行再建術前後の

　　局所脳循環動態について
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　閉塞性脳血管障害11例における浅側頭動脈中

大脳動脈皮質枝吻合術前後の局所脳循環動態につ

いて検討した．方法としては，’33Xeを用いた局

所脳血流（rCBF）測定および99mTc－04一による早

期連続RI－angiographyを施行し，両者の結果を合

わせて検討した．術前のrCBFは全例ともに低値

を示したが，このうち手術効果のみられたものは，

rCBFが25　m1／100　g／min．以上の9例で，手術効

果のみられなかったものは，rCBFが20　m1／100

9／min．以下の1例と，術後吻合部の閉塞をみた1

例の計2例であった．術後のrCBFは，手術効果

のみられた症例においても有意の増加とはいえな

かったが，RI－angiographyでは，術後，虚血部

位に外頸動脈系からの血流が増加したと考えられ

る所見が得られ，明らかな局所脳循環動態の変化

がうかがわれた．以上より，本検査法は閉塞性脳
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